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同種骨髄移植後間質性肺炎における気管支肺胞洗浄
液（BALF）のリンパ球分画の検討
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［目的】肝臓移植術において、肝動脈および門脈の
遮断は心拍出量の低下、末梢血管抵抗の増加とい
った循環動態の変化を引き起こすことが知られて
いる。さらに引き続き起こる再潅流障害にはNO
の関与が指摘されている。そこで今回我々は食用
ブタを用い、肝虚血おとび再潅流時の血行動態を
Swan－Ganz　catheterにて測定した。またNOが
再潅流障害に与える影響、および薬物投与により
再潅流障害が軽減可能かどうかを検討した。
［方法】食用ブタ14頭を用い、麻酔前処置牛耳静脈
よりチアミラール5mg／k9、ベクロニウム4mgを
投与後、気管内挿管を行いイソフルレンにて麻酔
維持した。外頚静脈より8．OF　Swan一・Ganz
catheterを挿入、同側の頚動脈より、圧および採
血ラインを確保した。ついで腹部正中切開にて開
腹し、外腸骨静脈より14Fcatheterを挿入し輸液、
薬剤注入用とした。実験群は1：対照群・l11＝L－
NAME投与群・皿：L－arginine投与群の3群とし
た。L－NAME（NG－nitro－L一・arginine　m　eth　yl
ester）はNO合成阻害薬で、投与量は10mg／kg、
L－arginineはNOの基質で、投与量は100mg／kg
とした。薬剤投与は肝門門遮断30分前とし1群は
生理食塩水20m2、】工群はL－NAME＋生理食塩水20
m2、皿群はL－arginin　e＋生理食塩水20　m2とした。
［結果】工、皿群は全例とも耐興したが、1［群は5例
中2例が肝門部遮断開始後20分、25分で死亡、残
る3例は生存した。平均血圧は、1［群は投与後有
意に上昇し、耐帯しえた例は再潅流後、他の2群
に比し高めの傾向が認められた。心拍出量は肝門
部遮断後は3群とも同様に急激な低下を認めたが、
再潅流後皿群は他の2群に比しその回復が早い傾
向がみられた。末梢血管抵抗は、肝声部遮断開始
後全群とも上昇、15分後、工［群は有意に上昇した。
［結論】L－arginineは肝門部遮断、再潅流において
循環動態を改善させる可能性が示唆された。
［目的］同種骨髄移植後の間質性肺炎における，リンパ
球の役割の解明を目的とした。
［対象と方法］気管支肺胞洗浄（BAL）を施行した同種
骨髄移植後の間質性肺炎例5名，健常例6名である。BALF
中の総細胞数，細胞分画及びflow　cytometryの
two－color法（抗CD4，　CD8，　S6F1抗体を使用）で測定し
たリンパ球を疾患例，健常例の間で検討した。有意差は
Studentのt－testで検：帰した。尚，明らかな感染症（サ
イトメガロウイルス，ヘルペスウイルス，カリニ原虫，
抗酸菌，等）症例は除外した。
［結果と考案］リンパ球は疾患例で［48．8±22，2×103／
me］と，健常例［8．83±3．90×103／me］に比べ有意に増
加した（P＜0．01）。また，CD4／CD8比は疾患例で［
0．22±0．18］と，健：常例の［2．22±O．63］と比べ有意に
低かった（P＜0．01）。さらに、CD8＋S6F1＋細胞（細胞障
害性T細胞）は，疾患例で［25．9±15．7／×103／me］と，
健：常例［0．64±0．25×103／me］に比べ有意に増加してい
た（P〈0．01）。同種骨髄移植後間質性肺炎では，
CD8＋S6F1＋細胞が増加し，その病態形成に関与している
可能性がある。
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